
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
昨
年
10
月
28
日
に
行
わ
れ
た
創
立
70
周

年
記
念
の
つ
ど
い
は
１
０
３
名
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
１
２
２
名
の
参
加
で
し
た
。
加

盟
団
体
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
大

規
模
な
攻
撃
に
よ
り
、
子
ど
も
や
女
性
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
を
許
す
な
」
「
即
時
停
戦
を
」
の
声
が

世
界
中
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
会
場
で
寄

せ
ら
れ
た
ガ
ザ
人
道
支
援
募
金
は
ユ
ニ
セ

フ
に
届
け
ま
し
た
。

　
岸
田
政
権
は
、
「
安
保
３
文
書
」
に
基

づ
き
、
改
憲
策
動
と
大
軍
拡
を
進
め
て
い

ま
す
。
急
激
な
円
安
、
物
価
高
騰
で
、
国

民
の
暮
ら
し
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
憲
法

９
条
を
守
り
、
大
軍
拡
・
大
増
税
ス
ト
ッ

プ
！ 

い
の
ち
・
く
ら
し
最
優
先
の
政
治
の

実
現
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
は
、
20
年
目
と
な

り
ま
す
。
秋
に
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員

会
で
第
９
次
日
本
報
告
審
議
が
行
わ
れ
ま

す
。
日
本
女
性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
J
N
N
C
）
に
結
集
し
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
、
審
議
の
傍
聴
・
ロ
ビ
ー

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４

署
名
の
請
願
項
目
を
審
議
の
前
に
日
本
政

府
に
実
現
さ
せ
る
運
動
を
強
化
し
ま
す
。

憲
法
と
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
基
づ
く
、

平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
を
め
ざ
し
、

女
性
の
共
同
を
更
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

  

婦
団
連
創
立
70
周
年
記
念
の
つ
ど
い

　
　
　
　

あ
い
さ
つ　
　

柴
田
真
佐
子 

会
長

　
婦
団
連
は
、
「
平
和
を
願
う
女
性
の
力

を
一
つ
に
」
と
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
の
１

９
５
３
年
４
月
５
日
に
結
成
、
初
代
会
長

に
平
塚
ら
い
て
う
を
選
出
し
ま
し
た
。
創

立
以
来
、
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実

現
を
め
ざ
し
運
動
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
際
民
主
婦
人
連
盟
（
W
I
D
F
）
の
執

行
委
員
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
内
外
の
幅
広
い
連
帯
を

力
に
、
憲
法
と
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
も

と
づ
く
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
を
求
め
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
の
大
規
模
攻
撃
に
よ
り
パ

レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
は
多
く
の
子
ど

も
や
女
性
た
ち
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
院
や
学
校
も
爆
撃
さ
れ
、
こ
れ
は
ま
さ

に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で
す
。

　
「
最
大
の
暴
力
は
戦
争
で
す
」
「
国
際

人
道
法
違
反
の
戦
争
犯
罪
を
一
刻
も
早
く

止
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
抗
議
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
仁
比
聡
平
参
議

院
議
員
も
参
加
し
ま
し
た
（
11
月
20
日
）
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー（
11

月
25
日
）を
前
に
、イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前

で
50
人
が「
即
時
停
戦
」を
訴
え
ま
し
た

創
立
70
周
年
を
へて
新
た
な
飛
躍
の
年
に
！
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婦
団
連
創
立
70
周
年
記
念
の
つ
ど
い
は

10
月
28
日
、全
労
連
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
し
た
。柴
田
真
佐
子
会
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
、来
賓
あ
い
さ
つ
な
ど
５
人
の
祝
辞

の
後
、70
年
の
歴
史
を
ま
と
め
た
記
念
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し
ま
し
た
。

🔶
来
賓
あ
い
さ
つ

　
国
際
婦
人
年
連
絡
会
は
１
９
７
５
年
国

際
婦
人
年
の
年
に
で
き
ま
し
た
。
33
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
日
本
女
医
会
は
１

９
０
２
年
に
創
立
さ
れ
１
２
０
年
が
た
ち

ま
す
。
創
立
時
か
ら
女
性
の
地
位
向
上
を

め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
安
保
３
文
書
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
ミ
サ

イ
ル
購
入
や
台
湾
有
事
を
想
定
す
る
戦
争

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
戦
前
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に

「
平
和
を
求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い
女
た
ち

の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
「
戦
争
を

し
な
い
」
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め

９
０
０
人
の
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
女
性

も
男
性
も
憲
法
を
守
り
、
絶
対
に
戦
争
さ

せ
な
い
よ
う
、
婦
団
連
と
一
緒
に
歩
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

　
『
婦
団
連
の
あ
ゆ
み
』
を
読
み
、
「
平

和
と
平
等
を
一
体
的
に
追
求
」
し
て
こ
ら

れ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
「
結

成
趣
意
書
」
は
今
も
み
ず
み
ず
し
く
響
く

内
容
で
す
。
平
和
が
な
け
れ
ば
女
性
の
権

利
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
も
あ
り
え
ず
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
貫
く
こ
と
は
平
和
を

つ
く
る
う
え
で
も
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

婦
団
連
の
み
な
さ
ん
が
、
女
性
に
対
す
る

差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
と
、
憲
法
９
条

の
擁
護
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
日
米
安
保
条

約
の
廃
棄
な
ど
、
平
和
の
課
題
を
し
っ
か

り
と
結
び
付
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

こ
と
に
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
大

軍
拡
を
許
さ
ず
平
和
の
た
め
に
と
も
に
た

た
か
う
連
帯
の
決
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
、
広
く
国
際
的
視

野
か
ら
と
ら
え
て
促
進
し
て
こ
ら
れ
た
こ

と
も
重
要
で
す
。
１
９
７
９
年
、
国
連
で

女
性
差
別
撤
廃
条
約
が
採
択
さ
れ
、
日
本

政
府
に
批
准
さ
せ
る
た
め
に
「
政
府
の
翻

訳
作
業
が
遅
れ
る
な
か
で
、
婦
団
連
は
翻

訳
作
業
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ
の
内
容

の
崇
高
さ
に
と
き
に
涙
し
な
が
ら
、
議
論

を
重
ね
て
独
自
に
翻
訳
を
す
す
め
た
」
と

『
婦
団
連
の
あ
ゆ
み
』
に
は
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
今
は
、
選
択
議
定
書
を
批
准
す
る
こ
と

は
最
大
の
焦
点
の
一
つ
で
す
。
私
た
ち
も
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め

ぐ
っ
て
は
特
に
こ
の
数
年
歴

史
的
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

男
女
の
賃
金
格
差
の
解
消
に

向
け
て
格
差
を
企
業
に
公
開

さ
せ
る
制
度
、
刑
法
改
正
で

「
不
同
意
性
交
等
罪
」
が
創

設
、
同
性
婚
や
性
別
変
更
の

手
術
要
件
を
め
ぐ
る
司
法
判

決
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
求

め
る
運
動
、
L
G
B
T
Q
＋

な
ど
多
様
な
性
を
認
め
合
う

社
会
に
向
け
た
動
き
が
大
き

な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
「
女
性
ス
ト
ラ
イ

キ
」
な
ど
、
世
界
で
は
、
「
女
性
の
世
界

史
的
復
権
」
の
時
代
と
呼
ぶ
べ
き
と
き
が

到
来
し
て
い
ま
す
。
女
性
に
と
っ
て
の
み

な
ら
ず
人
類
す
べ
て
に
と
っ
て
の
偉
大
な

進
歩
の
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
婦
団

連
の
み
な
さ
ん
が
、
70
年
の
誇
り
あ
る
歴

史
の
う
え
に
、
さ
ら
に
女
性
の
共
同
を
広

げ
男
性
と
の
共
同
も
広
げ
て
い
た
だ
い
て
、

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い

ま
す
。

婦
団
連
創
立
70
周
年
記
念
の
つ
ど
い

　

平
和
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を

前
田
佳
子
さ
ん

国
際
婦
人
年
連
絡
会

世
話
人
・
日
本
女
医
会

会
長

志
位
和
夫
さ
ん

日
本
共
産
党
委
員
長

衆
議
院
議
員

乾
杯

米
山
淳
子
さ
ん

副
会
長
・
新
日
本
婦
人

の
会

　
ア
ル
パ
奏
者
の
池
山
由
香
さ
ん
が
、
「
花
祭
り
」

な
ど
の
歌
も
交
え
た
４
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
魅
力

あ
る
歌
声
と
力
強
い
ア
ル
パ
演
奏
に
し
ば
し
時
を
忘

れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。



🔶
閉
会
の
あ
い
さ
つ

　
婦
団
連
70
周
年
記
念
の
つ
ど
い
に
ご
参
加
、

ご
あ
い
さ
つ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北

海
道
平
和
婦
人
会
も
来
年
70
周
年
に
な
り
ま

す
。
婦
団
連
と
一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

岸
田
政
権
が
す
す
め
る
軍
拡
・
大
増
税
で
憲

法
が
危
な
い
で
す
。
70
年
の
歴
史
に
誇
り
を

持
っ
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
司
会
は
舟
橋
初
恵
副
会
長
（
全
労
連
女
性

部
部
長
）
と
牧
野
由
子
副
会
長
。

　
憲
法
30
条
は
国
民
に
納
税
の
義
務
を
課

し
て
い
ま
す
。
所
得
税
法
第
56
条
は
、
妻

や
息
子
や
娘
が
働
い
た
分
も
親
父
の
分
に

な
る
と
い
う
も
の
で
す
。
親
父
が
す
べ
て

を
握
り
采
配
す
る
内
容
で
す
。

　
憲
法
84
条
に
よ
り
、
税
金
を
課
す
場
合

も
変
更
す
る
場
合
も
法
律
で
決
め
ま
す
。

憲
法
24
条
で
は
、
男
女
同
権
や
財
産
権
・

相
続
権
・
居
住
の
選
定
な
ど
、
結
婚
な
ど

に
関
し
て
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的

平
等
に
立
脚
し
て
個
人
の
確
立
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
税
法
第
56
条
は
、
戸
主

権
に
執
着
す
る
自
民
党
の
方
々
が
好
む
も

の
で
す
。
全
商
連
は
、
女
性
団
体
と
一
緒

に
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
を
め
ざ
し
男
女

同
権
を
勝
ち
取
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

🔶
お
祝
い
の
言
葉

　
婦
団
連
が
平
和
・
平
等
・
人
権
を
根
付

か
せ
る
た
め
に
70
年
努
力
し
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
70
年
前
と
い
う
の

は
、
市
川
房
枝
が
60
歳
で
選
挙
に
初
当
選

し
た
年
で
す
。
人
生
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
市
川
房
枝
と
平
塚
ら

い
て
う
は
盟
友
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
女
性

参
政
権
の
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
国
連

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
な
社
会

を
つ
く
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
へ
は
30
年
は
か
か
り
そ

う
で
、
特
に
東
ア
ジ
ア
は
遅
れ
て
お
り
、

日
本
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
婦
団

連
が
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
大
き
い
で

す
。
共
に
連
帯
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
全
労
連
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組

み
を
お
伝
え
し
ま
す
。
１
年
半
の
論
議
で
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林 

陽
子
さ
ん

市
川
房
枝
記
念
会
女

性
と
政
治
セ
ン
タ
ー

理
事
長

小
畑
雅
子
さ
ん

全
国
労
働
組
合
総
連

合
議
長

太
田
義
郎
さ
ん

全
国
商
工
団
体
連
合

会
会
長

伝
法
谷
恵
子
さ
ん

副
会
長
・
北
海
道
平
和

婦
人
会
会
長

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
」
を
作
り
、
６

項
目
の
行
動
目
標
に
そ
っ
て
進
め
、
全
国

で
女
性
の
議
長
が
６
組
織
、
事
務
局
長
は

５
組
織
に
な
り
ま
し
た
。
男
性
・
女
性
も

自
立
し
て
く
ら
せ
る
た
め
に
は
賃
金
・
労

働
法
制
、
税
・
社
会
保
障
が
大
切
で
す
。

①
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
、
②
全
国
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
の
推
進
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。
婦
団
連
や
女

性
団
体
と
共
に
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今野久子弁護士からお
花のプレゼントが届き
ました



ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報

■
東
京
都
教
育
委
員
会
は
都
立
高
の
24
年

春
の
一
般
・
推
薦
入
試
か
ら
男
女
別
定

員
の
全
廃
を
決
定
（
９
月
11
日
）

■
自
民
党
杉
田
水
脈
衆
議
院
議
員
の
差
別

的
投
稿
に
対
し
、
札
幌
法
務
局
、
大
阪

法
務
局
が
「
人
権
侵
害
の
事
実
」
を
認

定
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
啓
発
を

行
っ
た
（
29
日
）

■
国
連
総
会
第
３
委
員
会
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
に
対
し
、
女
性
へ
の

抑
圧
策
を
「
直
ち
に
撤
廃
」
す
る
よ
う

日
本
を
含
む
78
カ
国
の
共
同
声
明
発
表

（
10
月
３
日
）　

■
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配

す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
攻
撃
を
開
始
。
イ
ス
ラ
エ
ル

側
も
激
し
い
空
爆
で
応
酬
（
７
日
）

■
第
68
回
は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
、

長
野
で
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
延

べ
９
６
０
人
参
加
（
７
・
８
日
）

■
イ
ラ
ン
の
人
権
活
動
家
ナ
ル
ゲ
ス
・
モ
ハ

ン
マ
デ
ィ
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
。

反
国
家
宣
伝
な
ど
で
服
役
中
（
６
日
）

■
文
科
省
は
統
一
協
会
の
解
散
命
令
を
東
京

地
裁
に
請
求
し
受
理
さ
れ
た
（
13
日
）

■
婦
団
連
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

の
軍
事
衝
突
に
関
す
る
声
明
「
人
命
優

先
に
、
軍
事
支
援
で
な
く
即
時
停
戦
、

和
平
交
渉
を
」
を
発
表
（
17
日
）

■
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数
１
位
の
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
（
人
口
37
万
人
）
で
、
10
万
人
が
格

差
な
く
せ
と
ス
ト
ラ
イ
キ
（
24
日
）

■
最
高
裁
大
法
廷
は
性
別
を
変
更
の
際
に
、

生
殖
能
力
を
な
く
す
手
術
が
要
件
の

「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
」
規
定
は
違

憲
と
全
判
事
の
一
致
で
判
決
（
25
日
）

■
国
連
総
会
「
人
道
的
休
戦
」
決
議
１
２

１
カ
国
の
賛
成
で
採
択
。
日
本
は
棄
権
、

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
14
カ
国
は
反
対

（
27
日
）

■
婦
団
連
は
創
立
70
周
年
の
つ
ど
い
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
延
べ
２
２
５
人

が
参
加
（
28
日
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー

（
25
日
）
を
前
に
婦
団
連
が
呼
び
か
け

て
ガ
ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
中
止
・
即
時

停
戦
を
求
め
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
イ
ス

ラ
エ
ル
大
使
館
前
で
50
人
が
参
加
（
11

月
20
日
）

■
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
は
性
加
害
の
「
被

害
者
救
済
委
員
会
」
を
９
月
に
設
置
、
被

害
申
告
は
８
３
４
人
と
公
表
（
20
日
）

■
ソ
ウ
ル
高
裁
は
日
本
政
府
に
対
し
「
慰

安
婦
」
被
害
者
16
人
へ
の
慰
謝
料
の
支

払
い
を
命
じ
た
（
23
日
）

■
第
68
回
日
本
母
親
大
会
、
山
口
で
開
催
。

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
１
万
２
千
人
参
加
。

記
念
講
演
は
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
問
題
と

憲
法
に
つ
い
て
、
清
末
愛
砂
室
蘭
工
業

大
学
大
学
院
教
授
（
25
・
26
日
）

■
第
28
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
28
）
で
、

岸
田
首
相
が
「
石
炭
火
力
継
続
」
を
宣

言
し
、
日
本
は
不
名
誉
な
「
化
石
賞
」

を
受
賞
（
12
月
３
日
）

婦団連通信　第7号　2024年１月１日 （ ４ ）

堀
江
ゆ
り 

副
会
長

山
下
泰
子
さ
ん

文
京
学
院
大
学
名
誉
教
授
・

国
際
女
性
の
地
位
協
会
名

誉
会
長

青
龍
美
和
子
さ
ん

弁
護
士

🔶
主
催
者
あ
い
さ
つ　

　
婦
団
連
は
女
性
の
恒
常
的
共
闘
組
織
と

し
て
、
国
内
・
国
際
の
連
帯
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
「
女
性
の
権
利
を
国
際
基

準
に
」
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
」
は
来
年
で
20
年

で
す
が
、
き
っ
か
け
は
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
の
傍
聴
・
ロ
ビ
ー
活
動
へ
の
参

加
で
し
た
。
国
会
提
出
署
名
数
は
当
初
の

１
万
２
千
が
昨
年
は
37
万
を
超
え
ま
し
た
。

　
国
内
外
の
女
性
た
ち
と
手
を
繋
い
で
き

た
70
年
の
運
動
の
到
達
と
課
題
に
つ
い
て
、

各
分
野
の
専
門
家
と
と
も
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

　　
ら
い
て
う
の
想
い
を
継
い
で
『
青
鞜
』
か

ら
21
世
紀
ま
で
の
時
代
を
切
り
拓
き
な
が
ら

活
動
し
た
女
性
た
ち
の
想
い
を
込
め
て
発
言

し
ま
す
。
１
９
８
５
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
女

性
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
経
験
か
ら
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
未
来
を
拓
く
存
在
で
あ
り
、
国
際

人
権
を
活
か
す
の
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
量
に
か

か
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
締
約
国
は
権
利
を

保
障
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
選
択
議

定
書
を
批
准
し
条
約
の
権
利
救
済
を
確
か
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
2
0
2
4

年
は
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
で
日
本
の
第

９
次
報
告
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
１
２
５
位
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
傍
聴
、
ロ
ビ
ー
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
女
性
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
差
別
と
闘
っ

た
「
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
」
と
「
フ
ジ
オ

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
事
件
」
の
シ
フ
ト
制
で

働
く
非
正
規
労
働
者
休
業
補
償
差
別
の
事

案
を
見
て
も
、
家
計
の
補
助
と
し
て
働
い

て
い
る
と
い
う
「
家
計
補
助
論
」
が
、
女

性
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
差
別
解
消
の
前

に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
「
家
計
補

助
論
」
の
克
服
が
必
要
で
す
。

　
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
掲
げ
て
憲

法
漫
才
「
四
谷
姉
妹
」
を
結
成
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
再
生
回
数
１
万
回
（
現
８
千

回
）
を
目
指
し
て
日
々
内
容
を
進
化
さ
せ

て
い
ま
す
。
「
四
谷
姉
妹
」
が
考
え
る
安

保
３
文
書
を
提
示
し
「
９
条
大
使
」
と
し

て
日
本
の
憲
法
９
条
を
世
界
に
広
げ
て
い

き
ま
す
。

　
応
能
負
担
原
則
を
示
す
憲
法
（
13
条
、

14
条
、
25
条
、
29
条
）
に
基
づ
き
、
最
低

生
活
費
・
生
存
権
的
財
産
に
課
税
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
法
人
税
・
所
得
税
・
住
民
税
を
総
合
累

進
課
税
に
す
れ
ば
、
51
兆
７
６
８
９
億
円

の
財
源
が
生
ま
れ
、
23
年
度
予
算
の
消
費

税
の
税
収
23
兆
３
８
４
０
億
円
が
な
く
て

も
十
分
な
財
源
が
あ
り
ま
す
。
憲
法
が
示

す
税
の
使
途
原
則
は
「
す
べ
て
の
税
が
生

存
権
保
障
目
的
税
」
で
あ
り
、
税
金
が
平

和
に
生
存
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
。
軍
事
費
を
拡
張
し

社
会
保
障
費
を
削
減
す
る
こ
と
は
実
施
さ

れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
消
費
税
は
食
料
品
８
％
で
も
生

活
必
需
品
に
全
て
課
税
さ
れ
て
い
る
の
で

世
界
で
一
番
高
い
。
憲
法
に
反
す
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
家
父
長
制
無
償
労
働
を
容
認
す
る

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
運
動
は
、
現
行

の
税
法
を
変
更
す
る
「
立
法
運
動
」
で
す
。

　

会
場
か
ら
９
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
個
人
通
報
制
度
が
使
え
る
事
例
、

主
権
者
教
育
の
重
要
性
と
実
践
報
告
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
教
育
の
推
進
、
年
齢

差
別
と
闘
う
争
議
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
大
阪
で
は
、
す
べ
て
の
自
治
体

で
選
択
議
定
書
批
准
を
求
め
る
地
方
議

会
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
運
動
の
リ
ア
ル
な
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
４
年
秋
の
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
で
の
第
９
次
日
本
報
告
審
議

に
向
け
て
、
選
択
議
定
書
の
批
准
を
は

じ
め
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
請
願
項
目
を

審
議
の
前
に
実
現
す
る
よ
う
運
動
を
強

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

🔶
閉
会
あ
い
さ
つ　

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
婦
団
連
に
連

帯
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
団
体
・
個
人

の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
日
本
や
世
界
で
共
同
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
、
あ
ら
た
な
一
歩
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
司
会
は
山
田
博
子
副
会
長
（
婦
人
民
主
ク

ラ
ブ
会
長
）
と
牧
野
由
子
副
会
長
。

（
文
責
・
編
集
部
）

婦団連創
立70周年記念シンポジウム

憲法・女性差別撤廃条約にもとづく平和・ジェンダー平等をめざして
― 大軍拡・大増税ストップ！  いのち・くらしを守る ―

記念シンポジウムでは、３人のパネリストの問題提起を受けた後、参加者から多彩な質問・発言があり、
今後の活動に向けて熱気ある討論が行われました。オンラインも含め参加者は122名でした。
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■
東
京
都
教
育
委
員
会
は
都
立
高
の
24
年

春
の
一
般
・
推
薦
入
試
か
ら
男
女
別
定

員
の
全
廃
を
決
定
（
９
月
11
日
）

■
自
民
党
杉
田
水
脈
衆
議
院
議
員
の
差
別

的
投
稿
に
対
し
、
札
幌
法
務
局
、
大
阪

法
務
局
が
「
人
権
侵
害
の
事
実
」
を
認

定
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
よ
う
啓
発
を

行
っ
た
（
29
日
）

■
国
連
総
会
第
３
委
員
会
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
に
対
し
、
女
性
へ
の

抑
圧
策
を
「
直
ち
に
撤
廃
」
す
る
よ
う

日
本
を
含
む
78
カ
国
の
共
同
声
明
発
表

（
10
月
３
日
）　

■
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配

す
る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
攻
撃
を
開
始
。
イ
ス
ラ
エ
ル

側
も
激
し
い
空
爆
で
応
酬
（
７
日
）

■
第
68
回
は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
、

長
野
で
開
催
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
延

べ
９
６
０
人
参
加
（
７
・
８
日
）

■
イ
ラ
ン
の
人
権
活
動
家
ナ
ル
ゲ
ス
・
モ
ハ

ン
マ
デ
ィ
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
。

反
国
家
宣
伝
な
ど
で
服
役
中
（
６
日
）

■
文
科
省
は
統
一
協
会
の
解
散
命
令
を
東
京

地
裁
に
請
求
し
受
理
さ
れ
た
（
13
日
）

■
婦
団
連
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

の
軍
事
衝
突
に
関
す
る
声
明
「
人
命
優

先
に
、
軍
事
支
援
で
な
く
即
時
停
戦
、

和
平
交
渉
を
」
を
発
表
（
17
日
）

■
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指
数
１
位
の
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
（
人
口
37
万
人
）
で
、
10
万
人
が
格

差
な
く
せ
と
ス
ト
ラ
イ
キ
（
24
日
）

■
最
高
裁
大
法
廷
は
性
別
を
変
更
の
際
に
、

生
殖
能
力
を
な
く
す
手
術
が
要
件
の

「
性
同
一
性
障
害
特
例
法
」
規
定
は
違

憲
と
全
判
事
の
一
致
で
判
決
（
25
日
）

■
国
連
総
会
「
人
道
的
休
戦
」
決
議
１
２

１
カ
国
の
賛
成
で
採
択
。
日
本
は
棄
権
、

米
国
や
イ
ス
ラ
エ
ル
14
カ
国
は
反
対

（
27
日
）

■
婦
団
連
は
創
立
70
周
年
の
つ
ど
い
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
延
べ
２
２
５
人

が
参
加
（
28
日
）

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー

（
25
日
）
を
前
に
婦
団
連
が
呼
び
か
け

て
ガ
ザ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
中
止
・
即
時

停
戦
を
求
め
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
イ
ス

ラ
エ
ル
大
使
館
前
で
50
人
が
参
加
（
11

月
20
日
）

■
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
は
性
加
害
の
「
被

害
者
救
済
委
員
会
」
を
９
月
に
設
置
、
被

害
申
告
は
８
３
４
人
と
公
表
（
20
日
）

■
ソ
ウ
ル
高
裁
は
日
本
政
府
に
対
し
「
慰

安
婦
」
被
害
者
16
人
へ
の
慰
謝
料
の
支

払
い
を
命
じ
た
（
23
日
）

■
第
68
回
日
本
母
親
大
会
、
山
口
で
開
催
。

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
１
万
２
千
人
参
加
。

記
念
講
演
は
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
問
題
と

憲
法
に
つ
い
て
、
清
末
愛
砂
室
蘭
工
業

大
学
大
学
院
教
授
（
25
・
26
日
）

■
第
28
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
28
）
で
、

岸
田
首
相
が
「
石
炭
火
力
継
続
」
を
宣

言
し
、
日
本
は
不
名
誉
な
「
化
石
賞
」

を
受
賞
（
12
月
３
日
）

浦
野
広
明
さ
ん

税
理
士
・
立
正
大
学
法
制
研

究
所
特
別
研
究
員

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

柴
田
真
佐
子 

会
長

伍
淑
子 

副
会
長

🔶
主
催
者
あ
い
さ
つ　

　
婦
団
連
は
女
性
の
恒
常
的
共
闘
組
織
と

し
て
、
国
内
・
国
際
の
連
帯
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
「
女
性
の
権
利
を
国
際
基

準
に
」
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
」
は
来
年
で
20
年

で
す
が
、
き
っ
か
け
は
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
の
傍
聴
・
ロ
ビ
ー
活
動
へ
の
参

加
で
し
た
。
国
会
提
出
署
名
数
は
当
初
の

１
万
２
千
が
昨
年
は
37
万
を
超
え
ま
し
た
。

　
国
内
外
の
女
性
た
ち
と
手
を
繋
い
で
き

た
70
年
の
運
動
の
到
達
と
課
題
に
つ
い
て
、

各
分
野
の
専
門
家
と
と
も
に
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

　　
ら
い
て
う
の
想
い
を
継
い
で
『
青
鞜
』
か

ら
21
世
紀
ま
で
の
時
代
を
切
り
拓
き
な
が
ら

活
動
し
た
女
性
た
ち
の
想
い
を
込
め
て
発
言

し
ま
す
。
１
９
８
５
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
世
界
女

性
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
経
験
か
ら
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
未
来
を
拓
く
存
在
で
あ
り
、
国
際

人
権
を
活
か
す
の
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
量
に
か

か
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
締
約
国
は
権
利
を

保
障
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
選
択
議

定
書
を
批
准
し
条
約
の
権
利
救
済
を
確
か
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
2
0
2
4

年
は
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
で
日
本
の
第

９
次
報
告
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
１
２
５
位
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
傍
聴
、
ロ
ビ
ー
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
女
性
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
差
別
と
闘
っ

た
「
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件
」
と
「
フ
ジ
オ

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
事
件
」
の
シ
フ
ト
制
で

働
く
非
正
規
労
働
者
休
業
補
償
差
別
の
事

案
を
見
て
も
、
家
計
の
補
助
と
し
て
働
い

て
い
る
と
い
う
「
家
計
補
助
論
」
が
、
女

性
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
差
別
解
消
の
前

に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
「
家
計
補

助
論
」
の
克
服
が
必
要
で
す
。

　
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
掲
げ
て
憲

法
漫
才
「
四
谷
姉
妹
」
を
結
成
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
再
生
回
数
１
万
回
（
現
８
千

回
）
を
目
指
し
て
日
々
内
容
を
進
化
さ
せ

て
い
ま
す
。
「
四
谷
姉
妹
」
が
考
え
る
安

保
３
文
書
を
提
示
し
「
９
条
大
使
」
と
し

て
日
本
の
憲
法
９
条
を
世
界
に
広
げ
て
い

き
ま
す
。

　
応
能
負
担
原
則
を
示
す
憲
法
（
13
条
、

14
条
、
25
条
、
29
条
）
に
基
づ
き
、
最
低

生
活
費
・
生
存
権
的
財
産
に
課
税
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
法
人
税
・
所
得
税
・
住
民
税
を
総
合
累

進
課
税
に
す
れ
ば
、
51
兆
７
６
８
９
億
円

の
財
源
が
生
ま
れ
、
23
年
度
予
算
の
消
費

税
の
税
収
23
兆
３
８
４
０
億
円
が
な
く
て

も
十
分
な
財
源
が
あ
り
ま
す
。
憲
法
が
示

す
税
の
使
途
原
則
は
「
す
べ
て
の
税
が
生

存
権
保
障
目
的
税
」
で
あ
り
、
税
金
が
平

和
に
生
存
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
。
軍
事
費
を
拡
張
し

社
会
保
障
費
を
削
減
す
る
こ
と
は
実
施
さ

れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
消
費
税
は
食
料
品
８
％
で
も
生

活
必
需
品
に
全
て
課
税
さ
れ
て
い
る
の
で

世
界
で
一
番
高
い
。
憲
法
に
反
す
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
を
無
効
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
家
父
長
制
無
償
労
働
を
容
認
す
る

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
運
動
は
、
現
行

の
税
法
を
変
更
す
る
「
立
法
運
動
」
で
す
。

　

会
場
か
ら
９
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
個
人
通
報
制
度
が
使
え
る
事
例
、

主
権
者
教
育
の
重
要
性
と
実
践
報
告
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
教
育
の
推
進
、
年
齢

差
別
と
闘
う
争
議
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
大
阪
で
は
、
す
べ
て
の
自
治
体

で
選
択
議
定
書
批
准
を
求
め
る
地
方
議

会
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
運
動
の
リ
ア
ル
な
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
４
年
秋
の
国
連
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会
で
の
第
９
次
日
本
報
告
審
議

に
向
け
て
、
選
択
議
定
書
の
批
准
を
は

じ
め
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署
名
請
願
項
目
を

審
議
の
前
に
実
現
す
る
よ
う
運
動
を
強

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

🔶
閉
会
あ
い
さ
つ　

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
婦
団
連
に
連

帯
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
団
体
・
個
人

の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
日
本
や
世
界
で
共
同
の
輪

を
さ
ら
に
広
げ
、
あ
ら
た
な
一
歩
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
司
会
は
山
田
博
子
副
会
長
（
婦
人
民
主
ク

ラ
ブ
会
長
）
と
牧
野
由
子
副
会
長
。

（
文
責
・
編
集
部
）



★
「
女
性
は
平
和
を
求
め
る
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
W
I
D
F
執
行
委
員

（
11
月
９
日
、
マ
ド
リ
ー
ド
）
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★
「
ス
ト
ッ
プ
爆
撃
！　

ス
ト
ッ
プ
占

領
！
」
と
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
（
右
）

★
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
団
体
連
合
（
ガ
ブ

リ
エ
ラ
）
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
正
義
、

自
由
、
平
和
を
」
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は

占
領
を
や
め
よ
」
と
連
日
行
動
し
て

い
る
（
左
）

　
婦
団
連
の
活
動
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

た
め
、
賛
助
会
員
と
し
て
ご
支
援
・
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
賛
助
会
費
は
月
１
口
（
１
０
０
０
円
）
か

ら
申
し
受
け
、賛
助
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

「
婦
団
連
通
信
」、「
女
性
手
帳
」、
催
し
や
出

版
物
の
ご
案
内
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会
員
の
お
願
い

申
し
込
み
は
F
A
X
等
で

パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を行

動
ひ
ろ
げ
る
各
国
の
女
性
た
ち

世界の
女性たち爆撃やめよ！ 子どもを殺すな！

　ハマスの急襲に対するイスラエルの報復攻撃により、死者は1万人を超えて増え続け、
その3分の２は女性と子どもです。非人道的な状況を一刻も放置できないと、「イスラエル
はガザのジェノサイドをやめよ」「即時停戦を」と呼びかける声と行動が世界各地で急速に
広がっています。
　国際民婦連（WIDF）は11月6日～9日にスペインのマドリードで執行委員会を開き、35
人が参加しました（婦団連は文書発言）。会議後、地面に旗や横断幕を並べ、ガザの犠牲者
への黙祷と、イスラエルにジェノサイド中止を求めるアピール行動を行いました。

　
ガ
ザ
の
惨
状
に
胸
を
痛
め
な
が
ら
の
編
集
作

業
。
70
年
の
歴
史
の
重
み
と
連
帯
の
広
が
り
を
背

に
迎
え
る
新
年
に
、
希
望
を
見
い
出
し
た
い
。

編

集

後

記

●
会
長

　
柴
田
真
佐
子（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）

●
副
会
長

　
伊
東
弘
子（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）（
新
）

　
沖
津
由
子（
農
民
運
動
全
国
連
合
会
女
性
部
）

　
千
代
崎
せ
つ
子（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）（
新
）

　
塚
田
豊
子（
全
国
商
工
団
体
連
合
会
婦
人
部
協
議
会
）

　
伝
法
谷
恵
子（
北
海
道
平
和
婦
人
会
）

　
舟
橋
初
恵（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
女
性
部
）

　
牧
野
由
子（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）

　
山
田
博
子（
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
）

　
米
山
淳
子（
新
日
本
婦
人
の
会
）

●
事
務
局
長

　
井
上
美
恵
子（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）

●
顧
問

　
堀
江
ゆ
り（
婦
団
連
常
任
幹
事
会
）（
新
）

第
50
回
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員


